
第２９回ズーム三水会記録 

日時：２０２３年 11 月 15 日（水）１６時～１８時 

① 発表テーマ：「ミャンマー3 度目のクーデターと国民生活の不安」  

② 発表者；岡本好廣氏 

③ 司会；野口幹夫 

参加者 13 名（敬称略）岡本好廣 丸山茂樹 團野廣一 野口幹夫 岩垂弘 中村範子  

富沢賢治 小関 栄 村沢澄子 斎藤嘉璋 波治裕美 大多和巌 杉本茂樹 

報告内容：  

1，ミヤンマー研究の経緯、 

若いころインドで協同組合セミナーに参加.その縁でミャンマーを訪問。 

2. ピルマの生協を訪問 

協同組合関係者が広大なミャンマーの僻地迄案内してくれた。ミュンマーの経済は

協同組合が中心とされているが、それでも日本の協同組合は先進国だと高い評価を

してくれていいた。全体として仏教国であり、親日的であった。少数民族は１３０も

あることも特徴である。 

3、3 度のクーデターによる国家の変容 

1957 年独立を果たしたが、15 年後国軍による軍事クーデターが発生、その後 26 年

目と 33 年目と 3 度の句データがあり現在も軍が政権に握っている。国会の議席の

25％を軍の指定席としている。民主勢力の抗議活動を容赦なく弾圧している。 



4, 今後に予想される国家運営の困難 

(１)今後もクーデターの行使は許されるか? 更に国際的孤立を深めることになる。 

（２）国民の声を聴き、正しい方法で実行していくことが、軍はできるのかが問われる。 

質疑討論：  

〇少数民族の連合と民主勢力の協力で国軍と対峙し新しい展開を期待したい。東と西の双方

で対抗勢力が決起する可能性が出てきている。 

〇3 度もクーデターを行うというのは、ミャンマーの国軍は、独立を達成し、国家を建設し

たとの自負心が強く、一方で多民族の反乱で国家自体の分裂する状況に対処しなければとい

う責任感を持っているという他国の軍隊とは違う歴史性をみなければ理解できないのでは

ないか。   

〇国軍は配下に軍需企業も持ち、その利権争いという腐敗した面をもっている。 

〇アウンサンスーチさんの存在がどうなるのか。 

〇父君は独立戦の英雄で、人気は高いが、背景は複雑だ。 

〇弾圧にもめげず市民の反抗は衰えず勢いを強めているようにみえるが。 

〇会の後にいただいた石塚秀雄様のメールを追記します。 

岡本 好廣様 

今月の三水会の岡本様の報告を楽しみにしておりましたが、病院で手間取り参加できずに大

変失礼いたしました。 

しかし、ビデオを拝見いたしました。私はミャンマーのことはほとんど知りませんが、感想



めいたものを述べさせていただきます。 

 ビルマといえば「ビルマの竪琴」くらいしか知らないが、日本軍がビルマでイギリス軍と

戦っていたように、植民地であった。一般に植民地解放闘争は民族自決をスローガンとした。 

① Nation State 国民国家という概念は、独立後の国内の少数民族を理念的に共存する

余地を狭くしたのではないか。二割弱のいくつかの少数民族は、辺境の地域におり、独立国

家をつくるのはむずかしい。連邦か合衆国しかない。 

ミャンマー国軍というのは、中国人民解放軍と同じように、ビジネスもしている軍産複合体

で旧植民地国だったような開発独裁の国においては有効な経済体制になり得る。ただし、社

会の民主化を困難にする傾向がある。 

② 国軍ビジネスはおそらく鉱山資源開発、貿易などの中枢分野で多くを占めると思わ

れるが、今後も軍事独裁を独占的に維持できるほどの力があるのか。それとも資本主義的大

企業との連携があるのだろうか。それとも農村で地主階級と軍が結託しているのだろうか。

かつてのラテンアメリカの多くが軍事独裁で内戦を経て、民主化、左翼政権の登場なと゜と

現在に到っているが、ビルマはどうであろうか。国軍が民政移管のスケジュールを出すのが

最善か。  終わり 石塚秀雄 

当日の録画のユーチューブ：https://youtu.be/DbcS0opIyCA 

添付資料 三水会会員に配布済み。 

地図が添付された。 

https://youtu.be/DbcS0opIyCA


 


